
請求誤りの多い事例 

１．ＧＡ病名のない切開 

２．ｐｅｒｉｃｏ病名に切開 

３５．検査なきＰ管理、検査なきスケーリング、検査なき

ＳＲＰ 

３．ＷＺ ７７０点に難抜歯 ３６．根充のない失ＰＺ 

４．Ｘ線のない難抜歯 ３７．咬調×１０以上 

５．Ｐ病名で難抜歯 ３８．Ｐ病名のないＴＦｉｘ除去 

６．ｐｅｒｉｃｏ病名に難抜歯 ３９．か初診の モ  

４０．か初診の 写  

４１．ＦＣＫ除去で終末がインレー(単) 

７．下顎２ ｐｅｒＷＺ   歯根端切除術１３００点 

  ＷＺ７７０点 根治･根充なし。上部構造がしっかりし

ていて歯内療法が困難 ４２．歯式にΔ表示のない隙の算定 

８．失ＰＺ１５５点、根面形成１５５点の記載欄誤り ４３．検査のないＰ継診 

４４．大臼歯に 4/5 冠 ９．Ｃ・Ｐ・Ｇ 以外の病名で 口腔指１００点、  Ｐ管理

１１０点 ４５．一歯ニ窩洞 充填２回 

１０．ＳＲＰ １日での歯数の過剰 ４６．充形・充填のない材料の算定 

１１．１９歯 基本検査２００点 ４７．充形のない加算＋５ 

１２．少数歯のパントモ ４８．大臼歯で小臼歯のインレーまたはＦＣＫ 

１３．歯周外科後のペリオクリン ４９．ジスロマック３日間以上の投与 

１４．ｐｅｒ病名に普処 ５０．実日数２日 根治、根充、メタル支台装着 

１５．感染根処時の息肉除去術１１０点 ５１．ＳＲＰ 病名歯数より請求歯数が多い例 

１６．切断の部位不明 ５２．３歯で充形・修形が４歯など、歯数と内容の不一致 

１７．切断の記載欄誤り ５３．ＴＦｉｘの修理７０点 

１８．Ｐ継診の算定条件 ５４．脱離病名で普処１６点(“Ｃ”病なし) 

１９．Ｐ総診の算定条件 ５５．実日数１日でのメタルコア 

２０．ＣＫ不適で除去３０点 ５６．コメントのないＣ→ｐｕｌ 

２１．Ｘ線のない加圧根充 ５７．根切のないＷＺ摘出 

２２．基本検査での歯周外科 ５８．抜歯のみの指導料の算定 

２３．Ｃ→ｐｕｌの覆罩 ５９．ｓｔｏｍでの指導料、衛生実地料 

２４．失ＰＺ算定のない＋３０点加算の算定 ６０．除去と同時の抜歯 

２５．直接覆罩７０点と同月内での形成の算定 ６１．⑦６５④ 架工歯 ポンティック  

２６．填塞の算定のない衛加算＋２０点 ６２．一歯で普処と充形 

２７．スケーリング終了と同時の検査 ６３．毎月、給付外Ｂｒの請求あり  

２８．臼歯(複雑)・前歯(単純)でのラバーの算定 ６４．Ｐ以外の咬調の記載欄 

２９．乳歯にＨｙｓ 

３０．前歯の歯冠形態修正５０点 

６５．止血シーネは血液疾患など出血傾向に関する病

名か摘要記載が必要 

３１．後出血病名のない後出血処置 ６６．ネオステリングリーンやヒノポロンの傾向的使用 

３２．充形１２０点に充填のない材料 ６７．疑い病名での“か初診” 

３３．生ＰＺ→Ｉｎ ６８．ＥＭＲ 1 根管、根充 ２根管 

３４．欠損病名でアフタゾロン 

 


